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【例言】

・�本書は、文部科学省科学研究費補助金（新学術領域研究）
2010-2014「ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習
能力の進化にもとづく実証的研究」（領域番号1201「交替劇」）
研究項目A01「考古資料に基づく旧人・新人の学習行動の実証
的研究」の2012年度研究報告である。

・研究項目A01の研究目的や方法、計画、発表業績などの最新版
については交替劇ホームページhttp://www.koutaigeki.org/を参
照されたい。
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はじめに

　「現在の人類の直接的祖先となる初期ホモ・サピ
エンス（解剖学的現代人）集団がネアンデルタール
などの旧人と交替した主な要因は、両者の学習行動
の差に求められるのではないか」、という仮説を掲げ
る「交替劇プロジェクト」（Akazawa 2012）の一環と
して、初期ホモ・サピエンスとネアンデルタールの技
術や象徴行動に関わる考古学的記録の収集と整理を
行ってきた（Nishiaki 2012）。
　ホモ・サピエンス集団がアフリカから拡散し、ユー
ラシアなどにおける様々な自然環境に居住域を広げ、
しかもその解剖学的特徴や遺伝子が、先住民（ネア
ンデルタール人など）のものよりも圧倒的に高い比率
で現在の人間に残されているという現象を前提に、そ
の要因と考えられるアフリカ内や出アフリカした初期ホ
モ・サピエンスの石器技術、資源獲得、象徴行動な
どをテーマとする研究が世界各地で数多く行われてい
る（Boyle et al. 2010など）。
　本研究もその一環であるが、本研究は、初期ホモ・
サピエンスによる革新的な技術・象徴行動を検出す
る（そして「現代人的行動」として意義づける）ことを
目的とするのではなく、初期ホモ・サピエンスが旧人
と「交替」した過程や要因（特に行動的側面）を考古
学的に明らかにすることに焦点をあてている。つまり、
いわゆる「行動的現代性」を抽出して、それを「交替
劇」の要因に直結させるような概略的議論ではなく、
初期ホモ・サピエンスとネアンデルタールの「交替劇」
を、両者の技術や象徴行動の進化史（より正確には
時空変異）の脈絡に位置づけることによって、「交替
劇」の具体的状況とその直接的要因にせまることを目
指している。先史考古学的記録を扱うことによっての
み可能なこのアプローチは、現在の人間の文化や行
動、脳機能などの研究を通してホモ・サピエンスの行
動や能力を調べ、その結果から「交替劇」の要因を探

る研究と排他的ではなく、相互補完的であると考える。
　上記の目標の下、2つの研究活動を2010年度から
行ってきた（門脇2011, 2012, 2013など）。1つ目は、

「旧人・新人交替劇」に関する考古記録を収集し、
この人類進化史上のイベントを、旧石器時代の文化
編年の中に位置づけながら、ホモ・サピエンスの拡散
と「旧人との交替」の過程を明らかにすること。2つ目
は、旧石器時代の文化編年の単位として用いられる
石器製作伝統（lithic industry）を当時の人類の行動
の産物とみなし、その時間的・空間的変異や石器以
外の技術あるいは象徴行動を考慮して、新人と旧人
の行動に明確な差が認められるかについて検討する
ことである。
　以下、これらの研究活動の内、特に2012年度の成
果について記述する。

1. 「交替劇」の過程をさぐる：　　　　　
　初期ホモ・サピエンスの出現から　　
　拡散までの脈絡における　　　　　　
　旧石器文化編年の時期区分

　アフリカと西アジア（門脇2011, 2012, 2013）、そして
ヨーロッパ（佐野2011, 2012, 2013）の旧石器時代の
文化編年を統合した。図1はアフリカ各地とレヴァント
における石器製作伝統の時空分布を示している。ヨー
ロッパの石器製作伝統の編年表は、佐野（2013およ
び本誌の報告）を参照されたい。石器製作伝統の時
間的位置づけは、それぞれの伝統に含まれる石器群
が出土した文化層の理化学年代や層位関係に基づ
いている（レヴァント地方の編年案作成に用いられた
方法やデータの詳細はKadowaki submitted）。アフリ
カとレヴァントの編年案は門脇（2012, 2013）で既に
示されているが、その後に新たなデータを追加して更
新した編年案が図1である。
　この新しい編年案に基づき、初期ホモ・サピエンス

旧石器文化の時空変異から「旧人・新
人交替劇」の過程と要因をさぐる：アフリ
カ、西アジア、ヨーロッパの統合的展望

名古屋大学博物館　門脇誠二
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がアフリカで出現し、その後に出アフリカしてヨーロッパ
のネアンデルタールと「交替」するまでの過程に沿った
時期区分を行った。これは、初期ホモ・サピエンスと
ネアンデルタールによる多様な技術・象徴行動を、「交
替劇」の過程に位置づける意義がある。
　以下に記述する5時期の内、最初の3時期は、門
脇2012によるアフリカの中期石器時代（Middle 
Stone Age）とレヴァントの中期旧石器時代（Middle 
Palaeolithic）の3期区分におよそ対応する。

第1期（約20万～ 13万年前、MIS7 ～ 6）
石器技術
　この開始は解剖学的現代人（Bräuer 2008による
modern Homo sapiens）のアフリカにおける出現推
定年代に相当する。東アフリカのオモ川流域のキビシュ

（Kibish）層（Shea 2008）やアワッシュ川中流域のボ
ウリ（Bouri）層ヘルト（Herto）（White et al. 2003）
から出土した人骨標本の年代による。また、北アフリカ
のジェベル・イルード（Jebel Irhoud）の人骨（約16
万年前: Smith et al. 2007）は、Bräuer 2008による
とLate archaic Homo sapiensに入るが、より最近の
頭蓋形質の比較では、レヴァントのカフゼー（Qafzeh）
で出土した初期ホモ・サピエンスに類似するといわれ
ており（Havarti and Hublin 2012）、また、歯の成長
パターンも現在のホモ・サピエンスと類似するという
研究もある（Smith et al. 2007）。一方、この時期のヨー
ロッパでは、ネアンデルタール系統の集団が居住した
と考えられている（Bräuer 2008など）。この時期の西
アジア地域における人骨標本は発見されていない。
　この時期のアフリカにおける石器製作伝統について
は既に記載した（門脇2012）。東アフリカでは、円盤
型の石核や求心方向に調整されたルヴァロワ石核か
らの剥片製作を主体とする。削器など片面加工石器
に、両面加工のポイントやハンドアックスが少数伴う石
器群が、オモ・キビシュ（Omo Kibish: Shea 2008）、
ヘルト・ボウリ（Herto Bori: Clark et al. 2003）、ガ
デモッタ・クルクレッティ（Gademotta/Kulkuletti: 
Wendorf and Schild 1974）などから報告されている。
大型の両面加工石器やピックがより特徴的なのは、サ
ンゴアン（Sangoan）やルペンバン（Lupemban）な
どの伝統である。後者の石器群が、ザンビアのツイ
ン・リバーズ（Twin Rivers）やカランボ・フォールズ
（Kalambo Falls）から出土しているが、その一部とし
て刃潰しされた石刃や剥片が報告され、最古級の組
合せ道具として解釈されている（Barham 2002）。そ
の規格度は、後の（ここで第3期）のハウィソンズ・プー

ルトやムンバ伝統の細石器よりも低い。
　南アフリカでは、ピナクル・ポイント13B（Pinnacle 
Point 13B: Thompson et al. 2010）の石器群が詳し
く報告されている。円盤型やルヴァロワ石核からの剥
片剥離は東アフリカと共通するが、その他に石刃（一
部は細石刃）や収束方向の剥片剥離によるポイント製
作が伴うのが特徴である。その一方、両面加工のポイ
ントやハンドアックスはみられない。
　西アジアでは、少なくともレヴァントからコーカサス
地域にかけてルヴァロワ方式や石刃システム（laminar 
system）による石刃製作を特徴とする広義のタブンD
型伝統が認められる（Mercier et al. 2010）。ヨーロッ
パでは、ムステリアンの他に中期旧石器時代の石刃製
作伝統が北西部において認められる（佐野2013:41）。

象徴行動
　象徴行動を示唆する記録としては、ヘルト出土の頭
蓋骨にみられるカットマークや擦痕、研磨痕が、死者
儀礼によるかもしれないと解釈されている（Clark et 
al. 2003）。ツイン・リバーズ（Barham 2002）やピナ
クル・ポイント13B（Marean et al. 2007, 2010）から
オーカー塊が出土しているが、それがどのように利用
されたのか（身体装飾、あるいは石器着柄の接着剤
やビーズの着色）については分かっていないので、そ
の技術的・象徴的意義の査定は難しい。

第2期（約13万～ 8.5万年前、MIS5）
石器技術
　この時期はアフリカからレヴァント地方へ初期ホモ・
サピエンスが拡散したことが特徴である。その直接的
証拠として、カフゼー（Qafzeh）やスフール（Skhul）
洞窟出土の人骨標本は著名である（Vandermeersch 
1981; Garrod and Bate 1937）。これらの人骨に伴う
石器群は、それ以前（本稿の第1期）のタブンD型伝
統と技術的に区別され、タブンC型と呼ばれている（門
脇2011、Kadowaki submitted）。石刃の比率が減少
し、求心方向の剥離によって調整されたルヴァロワ石
核から大型の剥片がpreferentialに剥離される頻度が
高いのが特徴である。西アジアではこのほか、アラビ
ア半島東端ジェベル・ファヤ地域のFAY-NE1遺跡C
層出土の石器群（Armitage et al. 2010）やドファー
ル地域出土のヌビア複合後期石器群（Rose et al. 
2011）に対して、この時期に相当する理化学年代が
報告されている。これらの石器群は、同時期のアフリ
カにおける石器技術と類似している、と主張されており、
（人骨は発見されていないが）初期ホモ・サピエン
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スの拡散の証拠として解釈されている。
　この時期の北東アフリカにおけるヌビア複合伝統

（Nubian Complex）と南アフリカにおけるクラシー
ズ・リヴァー（Klasies River）およびモッセル・ベイ
（Mossel Bay）伝統、そして東アフリカにおけるサン

ザンコ（Sanzanko）伝統については、既に記載した（門
脇2012）。その時点では、東アフリカのタンザニアにお
ける石器製作伝統に対する年代データが不足してお
り、2つの編年モデルが提案されたが、その後、ムンバ
（Mumba）岩陰VI-A層出土のキセレ（Kisele）伝統

Botswana Zimbabwe Zambia Birimi Shum
Laka Maghreb Sahara

Epipalaeolithic

Aterian

Herto Bouri

Omo Kibish

Characteristics of lithic technology Industry name = Associated with anatomically modern humans
Flake production including discoidal/Levallois methods with large bifacial tools Industry name*  = Associated with Neanderthals
Flake production including discoidal/Levallois methods with rare bifacial tools (points and handaxes)
Flake, point, and occasionally blade production including discoidal/Levallois methods Wet terrestrial conditions
Handaxes, flake production from discoidal/Levallois cores, and blade production Dry terrestrial conditions
Blade production by Levallois, Levallois-based methods and/or laminar system After Blome et al. 2012
Production of blades with small butts from prismatic cores
Production of unifacial/bifacial points, associated with flake and some blade production from Levallois or other core types
Production of microliths, associated with flake production from discoidal/Levallois cores
Production of microliths from small blades or flakes

MIS ka
SOUTH CENTRAL SOUTH CENTRAL

Libya Nile Valley
LEVANT

ka

AFRICA

S. Africa, Namibia,
Lesotho Congo Tanzania
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Kisele

Nasampolai

Iberomaurusian
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MSA
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5b 5b
5c

4
(Katanda)
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5d

6

100 100

6
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4
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図1 アフリカとレヴァントにおける石器製作伝統の編年案（ca. 300-20ka）
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石器群とV層出土ムンバ伝統石器群に対するOSL年
代値が報告された（Gliganic et al. 2012）。それによ
ると、キセレ伝統は約7-6万年間で、第2期ではなく第
3期に入る可能性が高い。また、門脇2012では、キセ
レ石器群に伴って出土した人骨が初期ホモ・サピエ
ンスと同定されたと記したが、この人骨はキセレ石器群
（VI-A層）ではなくサンザンコ石器群（VI-B層）に伴
うことを確認した（Bräuer and Mehlman 1988）。

　この時期の石器伝統の特色だが門脇2012では記
載されていない点として、北アフリカにおけるアテリア
ン伝統がある（有茎ポイントや両面加工の木葉形ポ
イントが特徴）。先稿では、アテリアン石器群の最古
の年代を約8万年前としたが（門脇2012:12）、モロッ
コのイフリ・ナンマル（Ifri n’Ammar）遺跡の下部
居住層上半（Upper Occupation Inférieure）に対し
て、145kaというTL年代値が報告されていることを確
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Howieson's Poort

Stillbay

Mossel Bay (MSA 2b)

(PP5-6 SADBS)

? Tabun C
5e 5e

Bambatan

250 250

Kapedo Tuffs

Klasies River (MSA 2a)

MSA 1

early MSA
(Florisbad Units N,O,P)

Gademotta/
Kulkuletti

150

Sangoan and Lupemban

150

8 8

200

Acheulean
Lupemban7 7

200

Njarasa (Sangoan)

Sangoan

Yabrudian complex and Acheulian

MSA Sangoan /
Fauresmith Acheulian

MSA

9 Fauresmith 9
300 Acheulean 300

Sanzanko

Tabun D
Mousterian

5c
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認した（Richter et al. 2010）。また、ダール・エッス
ルタンI（Dar es-Soltan I）におけるアテリアン最下
層（Rhulmann’s layer I）では114kaというOLS値が
報告されている（Barton et al. 2009）。また、コントル
バンディエール（Contrebandiers）遺跡では8-14層
においてアテリアンが出土しているが、11層から100-
121kaの年代値がある（Schwenninger et al. 2010）。
これらの年代は、アテリアン層に伴う海成堆積物が示
唆するMIS5eという時期と整合的である。このアテリア
ン伝統は、次の第3期まで長期間継続するようにみえ
るのが特徴である（Barton and d’Errico 2012:30）。
　ヨーロッパにおいては、ムステリアン伝統の他に、ド
イツやハンガリーなどの中央部において、小型石器群
（Small tool industry）がMIS5e期に出現するのが
特徴である。また、MIS5d-a期には北フランスからド
イツまでの地域において石刃伝統が認められる（佐野
2013:41）。

象徴行動
　この時期における象徴行動を示唆する考古記録
は、レヴァントのカフゼーやスフールにおける儀礼埋葬
が著名である（Vandermeersch 1981; Garrod and 
Bate 1937）。人骨に伴って鹿角やイノシシの下顎骨
が埋葬されていた。また、両遺跡から、穴があき幾つ
かにオーカーが付いた海産貝が報告されている（表
1：Bar-Yosef Mayer et al. 2009, Vanhaeren et al. 
2006）。また、カフゼーからは少なくとも84点のオー
カー塊、さらにオーカー付着石器や線刻模様付き石器
が出土している（Hovers et al. 2003; d’Errico et al. 
2003）。
　北アフリカのアテリアン伝統に伴う象徴遺物の報
告が最近増加した。エル・ムナスラ（El Mnasra）
洞窟の7層からは線状痕を有する赤色顔料塊が数
点出土しており、105-111kaと年代づけられている

（Nespoulet et al. 2008）。この他、赤色オーカーの使
用を示す遺物が、グロット・デ・ピジョン（Grotte des 
Pigeons） の21層（82ka: Bouzouggar et al. 2007）
や、イフリ・ナンマルの32層（83kaの直前: Nami and 
Mose 2010）から出土している。また、穴のあいた海
産貝（おそらくビーズ）が、グロット・デ・ピジョン、ラ
ファス（Rhafas）、イフリ・ナンマル、コントルバンディ
エールなどから出土しており、穴周辺の摩耗痕や赤
色オーカー付着が認められるという（表1：d’Errico 
et al. 2009）。これらのビーズが出土した層の年代は、
グロット・デ・ピジョンやイフリ・ナンマルで約8万年
前、ラファスで6-8万年前なので（Bouzouggar et al. 

2007; Richter et al. 2010）、本稿の時期区分では次
の第3期に含められるが、コントルバンディエールの
例は108ka（つまり第2期）の可能性がある（Balter 
2011）。
　ネアンデルタール人が居住していたと考えられる
ヨーロッパでは、タタ（Tata）遺跡から、自然の線状痕
に直交する線刻がつけられた貨幣石の化石が出土し
ている（Mellars 1996:373-374、佐野2012）。
　この他に特筆すべきは、石器石材の遠距離移動
の可能性である。東アフリカのムンバ岩陰VI-B層
出土のサンザンコ石器群には在地産の石英が主
に使用されているが、その中に黒曜石製石器が十
数点含まれている。打製石器として利用可能な質
の黒曜石の産地は約320km離れたケニヤ南部であり、
この地域の黒曜石と類似した化学組成が、分析した
3点の石器試料に認められたという（Mehlman 1989: 
197）。

第3期（約8.5万～ 4.5/5.0万年前、MIS5a ～ 3初頭）
石器技術
　この時期は、西アジアにおける初期ホモ・サピエ
ンスの居住が第2期から継続する証拠が今のところ
認められない。その代わりに、デデリエ、ケバラ、アムッ
ド、タブン、シャニダール洞窟においてネアンデルター
ル人骨が発見されている（Akazawa and Muhesen 
2002; Suzuki and Takai 1970; Shea 2003など）。こ
れらのネアンデルタール人骨に伴う石器製作伝統であ
るタブンB型については別稿で説明した（門脇2011, 
2012, Kadowaki submitted）。
　タブンB型とおよそ同時期に、南アフリカでは両
面加工の木葉形ポイントを特徴とするスティルベイ

（Stillbay）伝統が出現した。その後、小型平坦打面
の石刃を素材とした幾何学形石器を特徴とするハウィ
ソンズ・プールト（Howieson’s Poort、以下HP）伝
統が出現することが著名である（Willoughby 2007な
ど）。この石器伝統の理化学年代値に関する最近の
研究は（Jacobs et al. 2008a）、HP伝統が65-60kaの
短期間に限られる可能性を挙げている。しかし昨年、
HPに類似した（しかし幾何学形石器の形態がやや異
なる）石器群が、ピナクル・ポイント5-6遺跡において
HP石器群の下層（SADBS層）から出土し、OSL年
代測定に基づき約7.1万年前にさかのぼると報告され
た（Brown et al. 2012）。
　HPがそのまま後期石器時代（Later Stone Age）に
継続しなかったことは著名であるが、その間の石器伝
統である後HP（Post-Howieson’s Poort）が、シブドゥ
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（Sibudu）洞窟出土層では58.5ka頃にOSL測定さ
れている（Jacobs et al. 2008b）。また、シブドゥ岩陰
において後HPの上層から出土する後期MSA（Late 
MSA）石器群は、OSLによって47kaと推定されている。
また、ボーダー洞窟では、後HPの技術を示す石器群
の最上層（2BS Lower C）のC14年代値（非較正）が
約56kaであり、それから上層にかけて層位的に、石刃
の減少や両極打法による剥片剥離の増加がみられる。
その結果として生じるLSA石器群の最下層（1WA）
のC14年代値は44.2–43.0ka cal. BPである（Villa et 
al. 2012）。
　東アフリカのエンカプネ・ヤ・ムト（Encapune ya 
Muto）における石器技術の変化とその年代について
は門脇2012で記した。その後、ムンバ岩陰では片面あ
るいは両面加工のポイントを特徴的に含むキセレ伝統
（VI-A層）がOSL測定によって73.6-63.4kaと推定さ
れた（Gliganic et al. 2012）。その上層（V層）からは、
刃潰し加工による幾何学形石器を特徴とするムンバ伝
統の石器群が出土しており、56.9-49.1kaのOLS年代
値が報告されている（Gliganic et al. 2012）。このムン
バ伝統は、下層のキセレよりも、さらに上層のナセラ伝
統（LSA）に剥片剥離技術が類似すると指摘されてい
る（Diez-Martín et al. 2009）。
　こうした東アフリカにおける石器技術の変化とおよそ
同時期に、北東アフリカのナイル流域において、ヌビア
複合後期からタラムサン（Taramsan）やナイル下流複
合（Lower Nile Valley Complex）へ石器伝統の変
化が認められる（門脇2012）。
　以上をまとめると、アフリカ南部・東部・北東部に
おける第3期の石器技術の顕著な変化と対照的に、レ
ヴァントのネアンデルタール人骨に伴うタブンB型伝統
はそれほど明確な技術変化をみせない。先稿（門脇
2012）では、これが初期ホモ・サピエンスとネアンデ
ルタールの文化変化パターンの違いを示すかもしれな
い、と解釈した。しかしながら、先述したように、最近
の理化学年代値によると、アフリカ北部のアテリアン伝
統は、第2期から第3期にわたり、少なくとも約14万年
前から6万年前まで長期間継続したと考えられる。した
がって、初期ホモ・サピエンスに伴う石器伝統の変
化速度の変異幅は大きい可能性がある。「ホモ・サ
ピエンスによる石器伝統は、ネアンデルタールの伝統
に比べて急速に変化するのが特徴」と一般化すること
は、今のところ保留されるべきである。
　実際、ネアンデルタール人が居住していたと考えら
れるヨーロッパでも、この時期に石器技術の変化が認
められる。ハンドアックスを特徴的に含むアシューリア

ン伝統ムステリアンがフランス南西部において出現し、
片面あるいは両面加工の木葉形ポイントを含むカイル
メッサー・グループの石器群が、中央部から東部に
かけて分布するようになる（佐野2013: 41-46）。

骨器
　この時期に骨器技術が一部の地域で発達した可能
性がある。現在のところ、南アフリカのスティルベイや
HPに伴って錐や尖頭器と解釈されている骨器が出土
している（表1）。中央アフリカのカタンダ（Katanda）
出土の骨製ポイント（一部は逆棘つき）に関しては

（Yellen et al. 1995）、その年代値を支持する論文
が後に出版されているが（Feathers and Migliorini 
2001）、その類例や製作技術の詳細な分析は未だに
発表されていない。北アフリカでは、アテリアンのエル・
ムナスラ遺跡から骨器が報告されているが、まだ類例
は少ない（Barton and d’Errico 2012）。
　ネアンデルタール人骨が出土している西アジアや
ヨーロッパでは、ドイツのザルツギッター・レーベン
シュテット（Salzgitter-Lebenstedt）とフォーゲルヘ
ルト（Vogelherd）から尖頭器が出土している（佐野
2012:17）。

象徴行動（ビーズと線刻品）
　先述したように、おそらくビーズとして用いられたで
あろう穴のあいだ海産貝が、北アフリカのアテリアンに
伴って発見されている（表1）。レヴァントでは第2期に
おいて初期ホモ・サピエンス人骨が出土したカフゼー
やスフールでは海産貝が出土したにも関わらず、その
後、ネアンデルタール人骨が出土する第3期では発見
されていない。ただ、こうした象徴行動の時間的・地
域的な不連続性は同時期の初期ホモ・サピエンスの
あいだでもみられる現象である。例えば南アフリカで
は、ブロンボス洞窟などのスティルベイ石器群に伴って
海産貝ビーズが出土しているが、これまでの証拠によ
ると、次のHP石器群には伴わないというパターンが
指摘されている（d’Errico et al. 2008）。それと対照的
に、線刻模様が施された遺物は、南アフリカにおいて
スティルベイ以前からスティルベイ、HP、そして後HP
のいずれにも伴う出土例がある（表1）。その対象は
オーカー、動物骨、ダチョウの卵殻である。一方、北ア
フリカにおいては、第2期や第3期に線刻品の出土例
はまだない。 
　東アフリカでは、ムンバ石器群が出土する層（Bed 
V）の上部からダチョウの卵殻製ビーズが発見さ
れている。Bed V上部のOLS年代値は49kaである
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（Gliganic et al. 2012）。
　レヴァントでは、クネイトラから線刻のついた石器が
発見されているが（d’Errico et al. 2003）、ネアンデル
タール人骨は伴っていない。
　ヨーロッパでは、ラ・フェラシー（La Ferrasie）に
おけるネアンデルタール埋葬に伴う石板や線刻模様
付きの骨が65-70kaである（Zilhão 2007, 2012）。ま
た、スペインのキュエヴァ・アントン（Cueva Antón）
やキュエヴァ・デ・ロス・アヴィオネス（Cueva de los 
Aviones）からは、穴があきオーカーが付着した海産
貝が出土しており、約50ka cal BPと年代づけられてい
る（Zilhão et al. 2010）。

第4期（約4.5/5.0万～ 4.0万年前、MIS3中葉）
　この時期はレヴァントやヨーロッパにおいて石器技

術や象徴行動の顕著な変化が認められ、「旧人・新
人交替劇」の過程と要因の解明にとって重要なタイミ
ングと考えられる。しかしながら、この時期に関連する
人骨標本は少なく、またその標本についても年代値や
形質の評価（初期ホモ・サピエンス、ネアンデルター
ルあるいは両者の交雑）が、研究者のあいだで一致し
ていない。そのため、初期ホモ・サピエンスやネアン
デルタールが居住した地理範囲や両者の遭遇の可能
性を示す直接的証拠は限られている。今後、年代の
明らかな人骨標本の増加と共に、その形質やDNAの
分析が進むことが望まれる。
　このような研究状況の下、この時期の技術・象徴
行動の変化に対する説明は、研究者のあいだで大きく
異なる。対極的な例をあげるとすれば、1つ目は、レヴァ
ントやヨーロッパへの初期ホモ・サピエンスの拡散と

遺物 石器製作伝統 遺跡 編年表での地域区分 出土コンテクストの年代値（ka） 本稿での時期区分 参考文献

骨器

Four unpointed bone tools (d'Errico et al. 2003), awls polished at one end 
(Barton and d'Errico 2012:28) Aterian El Mnasra North Africa Phase 3 D'Errico et al. 2003:15; Barton and d'Errico 2012:28

Barbed and unbarbed points, and a daggerlike object "within the broad range 
of the MSA" Katanda (2, 9, and 16) Central Africa 82 (Brooks et al. 1995), 60-70 

(Feathers and Migliorini 2001) Phase 3 Yellen et al. 1995; Brooks et al. 1995; Feathers and 
Migliorini 2001

Two bone points and a spatula Howieson's Poort Sibudu South Africa >61 Phase 3 Backwell et al. 2008

A bone point Howieson's Poort Klasies River South Africa 60-80 Phase 3 D'Errico et al. 2003:14; Singer and Wymer 1982; Wurz 
2002

A bone point (projectile?) Howieson's Poort or 
Stillbay Peers Cave South Africa Phase 2 or 3 d'Errico and Henshilwood 2007:149-151

Awls and points (projectile?) Stillbay Blombos Cave South Africa 74-77 Phase 3 D'Errico et al. 2003; d'Errico and Henshilwood 2007

ビーズ

Naturally perforated Glycymeris shells with traces of having being strung and 
ochre stains Tabun C Qafzeh Levant 92 Phase 2 Bar-Yosef Mayer et al. 2009

Two perforated Nassarius shells Tabun C Skhul Levant 100-135 (or 30-50: Zilhão 
2007)

Phase 2
 (or Phase 4-5)

Bouzouggar et al. 2007; Vanhaeren et al. 2006; Zilhão 
2007:11-12

47 pieces of perforated Nassarius shells up until 2009 (Barton and d'Errico 
2012:28), including pieces with ochre stains Aterian Grotte des Pigeons North Africa 82 Phase 3 Bouzouggar et al. 2007; Barton and d'Errico 2012:28

A perforated Nassarius shell Aterian Oued Djebbana North Africa Phase 3 McBrearty and Brooks 2000:521; Vanhaeren et al. 2006

Perforated Nassarius shells Aterian Rhafas North Africa 60-80 Phase 3 d'Errico et al. 2009; Barton and d'Errico 2012:28

Perforated Nassarius shells Aterian Ifri n'Ammar North Africa 83 Phase 3 d'Errico et al. 2009; Barton and d'Errico 2012:28

Perforated Nassarius shells Aterian Contrebandiers North Africa 108 Phase 2 d'Errico et al. 2009; Balter 2011:22

Ostrich eggshell beads Mumba Mumba East Africa 49 Phase 3 Mehlman 1989; McBrearty and Brooks 2000:522; Gliganic 
et al. 2012

Forty-one perforated Nassarius shells, including four pieces with ochre 
stains Stillbay Blombos South Africa 74-78 Phase 3 Henshilwood et al. 2004, 2009; d'Errico et al. 2005

Six Afrolittorina shells, three of which are perforated. One or some of them 
are stained with ochre. Stillbay Sibudu South Africa >70 Phase 3 d'Errico et al. 2008

One perforated Conus marine shell associated with BC3 burial Below Howieson's Poort 
levels Border Cave South Africa

105 (McBrearty and Brooks 
2000), Contemporary to Stillbay 
(Zilhão 2007)

Phase 2 or 3 McBrearty and Brooks 2000:521; Zilhão 2007:4

線刻品

A tabular flint with incised lines on the cortex Indeterminate Quneitra Levant 40-55 Phase 3 d'Errico et al. 2003

A broken Levallois core (6.2cm) with incised lines on the cortex Tabun C Qafzeh Levant 92 Phase 2 Zilhao 2007:7

Notched bones Post-Howieson's Poort Sibudu South Africa 28-50 Phase 3 Cain 2006:676

270 pieces of engraved ostrich eggshells Howieson's Poort Diepkloof South Africa ca. 60 Phase 3 Parkington et al. 2005; Texier et al. 2010

A single piece of ochre with incisions Howieson's Poort or 
Post HP Klein Kliphuis South Africa Phase 3 Mackay and Welz 2008

Notched bone fragments MSA Klasies River South Africa Phase 2 or 3? McBrearty and Brooks 2000:522

Ochre with 11 notches Before Howieson's Poort Hollow Rock Shelter South Africa >70 Phase 3 (or 2?) Cain 2006:676

Incised bones Stillbay and before Blombos South Africa 75-100 Phases 2 and 3 Cain 2006; Henshilwood and Searly 1997; Henshilwood et 
al. 2009; d'Errico and Henshilwood 2007

Fifteen engraved ochre pieces Stillbay and before Blombos South Africa 75-100 Phases 2 and 3 Henshilwood et al. 2009.

表1 アフリカとレヴァントにおける骨器、ビーズ、線刻品の出土例
（本稿編年案の第2期と第3期）
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ネアンデルタールとの交替が主な要因だったと説明す
る（Mellars 2004, 2005, 2011）。これと対照的な立場
は、文化変化の要因は「初期ホモ・サピエンスとネア
ンデルタールの交替」ではなく、最終氷期初頭の寒冷
期の後（～ 6万年前）に生じた北方向への人口移動
を起因としたヨーロッパにおける社会や人口の変化が
関わったと説明する（Zilhão 2012:46）。

石器技術
　この時期のレヴァント地方における技術変化を示
す記録は、タブンB型伝統の後に現れた上部旧石器
時代初頭（Initial Upper Palaeolithic）あるいはエミ
ラン（Emiran）と呼ばれる石器製作伝統である。そ
の特徴は、角錐状石核から剥離される遠端部尖頭形
の石刃である。その石刃は、後の上部旧石器時代の
石刃に比べて打面が大きく、しばしば打面調整される
点で異なり、中部旧石器時代のルヴァロワ製品に似
る。上部旧石器的石器（彫器や端削器）の比率が高

く、エミレー尖頭器やシャンフランといった示準石器が
しばしば伴う。その年代は47-33ka（C14 非較正値）
で、代表的な遺跡としてボーカー・タクチト（Boker 
Tachtit）、クサ ー ル・ ア キ ル（Ksar Akil）25-21 
層、ウチュアズリ（Üçağιzlι）などがある（Kadowaki 
submitted）。
　レヴァントのケバラ（Kebara）洞窟では、前期アハ
マリアン石器群が出土したUnit IIIとIVのC14年代値
によると、この石器伝統の上限は少なくとも47/46ka 
cal BPにさかのぼると提案されている（Rebollo et al. 
2011）。もしこれが正しければ、前期アハマリアン石器
群に伴って解剖学的現代人が出土したクサール・ア
キル岩陰の事例（Egbert）と合わせると（Bergman 
and Stringer 1989）、レヴァントにおける初期ホモ・
サピエンスの出現が第4期前半にさかのぼる可能性を
示す。
　この時期、ヨーロッパにおいて地域ごとに特徴的な
石器製作伝統が現れることから、石器技術が多様化

遺物 石器製作伝統 遺跡 編年表での地域区分 出土コンテクストの年代値（ka） 本稿での時期区分 参考文献

骨器

Four unpointed bone tools (d'Errico et al. 2003), awls polished at one end 
(Barton and d'Errico 2012:28) Aterian El Mnasra North Africa Phase 3 D'Errico et al. 2003:15; Barton and d'Errico 2012:28

Barbed and unbarbed points, and a daggerlike object "within the broad range 
of the MSA" Katanda (2, 9, and 16) Central Africa 82 (Brooks et al. 1995), 60-70 

(Feathers and Migliorini 2001) Phase 3 Yellen et al. 1995; Brooks et al. 1995; Feathers and 
Migliorini 2001

Two bone points and a spatula Howieson's Poort Sibudu South Africa >61 Phase 3 Backwell et al. 2008

A bone point Howieson's Poort Klasies River South Africa 60-80 Phase 3 D'Errico et al. 2003:14; Singer and Wymer 1982; Wurz 
2002

A bone point (projectile?) Howieson's Poort or 
Stillbay Peers Cave South Africa Phase 2 or 3 d'Errico and Henshilwood 2007:149-151

Awls and points (projectile?) Stillbay Blombos Cave South Africa 74-77 Phase 3 D'Errico et al. 2003; d'Errico and Henshilwood 2007

ビーズ

Naturally perforated Glycymeris shells with traces of having being strung and 
ochre stains Tabun C Qafzeh Levant 92 Phase 2 Bar-Yosef Mayer et al. 2009

Two perforated Nassarius shells Tabun C Skhul Levant 100-135 (or 30-50: Zilhão 
2007)

Phase 2
 (or Phase 4-5)

Bouzouggar et al. 2007; Vanhaeren et al. 2006; Zilhão 
2007:11-12

47 pieces of perforated Nassarius shells up until 2009 (Barton and d'Errico 
2012:28), including pieces with ochre stains Aterian Grotte des Pigeons North Africa 82 Phase 3 Bouzouggar et al. 2007; Barton and d'Errico 2012:28

A perforated Nassarius shell Aterian Oued Djebbana North Africa Phase 3 McBrearty and Brooks 2000:521; Vanhaeren et al. 2006

Perforated Nassarius shells Aterian Rhafas North Africa 60-80 Phase 3 d'Errico et al. 2009; Barton and d'Errico 2012:28

Perforated Nassarius shells Aterian Ifri n'Ammar North Africa 83 Phase 3 d'Errico et al. 2009; Barton and d'Errico 2012:28

Perforated Nassarius shells Aterian Contrebandiers North Africa 108 Phase 2 d'Errico et al. 2009; Balter 2011:22

Ostrich eggshell beads Mumba Mumba East Africa 49 Phase 3 Mehlman 1989; McBrearty and Brooks 2000:522; Gliganic 
et al. 2012

Forty-one perforated Nassarius shells, including four pieces with ochre 
stains Stillbay Blombos South Africa 74-78 Phase 3 Henshilwood et al. 2004, 2009; d'Errico et al. 2005

Six Afrolittorina shells, three of which are perforated. One or some of them 
are stained with ochre. Stillbay Sibudu South Africa >70 Phase 3 d'Errico et al. 2008

One perforated Conus marine shell associated with BC3 burial Below Howieson's Poort 
levels Border Cave South Africa

105 (McBrearty and Brooks 
2000), Contemporary to Stillbay 
(Zilhão 2007)

Phase 2 or 3 McBrearty and Brooks 2000:521; Zilhão 2007:4

線刻品

A tabular flint with incised lines on the cortex Indeterminate Quneitra Levant 40-55 Phase 3 d'Errico et al. 2003

A broken Levallois core (6.2cm) with incised lines on the cortex Tabun C Qafzeh Levant 92 Phase 2 Zilhao 2007:7

Notched bones Post-Howieson's Poort Sibudu South Africa 28-50 Phase 3 Cain 2006:676

270 pieces of engraved ostrich eggshells Howieson's Poort Diepkloof South Africa ca. 60 Phase 3 Parkington et al. 2005; Texier et al. 2010

A single piece of ochre with incisions Howieson's Poort or 
Post HP Klein Kliphuis South Africa Phase 3 Mackay and Welz 2008

Notched bone fragments MSA Klasies River South Africa Phase 2 or 3? McBrearty and Brooks 2000:522

Ochre with 11 notches Before Howieson's Poort Hollow Rock Shelter South Africa >70 Phase 3 (or 2?) Cain 2006:676

Incised bones Stillbay and before Blombos South Africa 75-100 Phases 2 and 3 Cain 2006; Henshilwood and Searly 1997; Henshilwood et 
al. 2009; d'Errico and Henshilwood 2007

Fifteen engraved ochre pieces Stillbay and before Blombos South Africa 75-100 Phases 2 and 3 Henshilwood et al. 2009.
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したと考えられている（Kuhn 2012:79）。例えば、東
ヨーロッパでは、レヴァントのエミランに類似した石刃
製作技術が現れ、バチョキリアン（Bachokirian）やボ
フニシアン（Bohunician）と呼ばれている。後者には
両面加工の木葉形ポイントが伴うが、この石器器種
は、より北方に分布するセレッティアン（Szeletian）の
特徴である。南方のイタリアやギリシャでは、半月形や
台形の細石器を特徴とするウルツィアン（Uluzzian）
が分布する。また、フランコ・カンタブリア地方では、
石刃素材の湾曲背付きナイフを特徴とするシャテルペ
ロニアン（Châtelperronian）が現れる。これらの石器
伝統は技術的に多様であるが、中部旧石器時代の終
末から上部旧石器時代初頭のあいだに年代が限定
されるため、「移行期インダストリー」あるいは「移行
期文化」とまとめられている（イェリスほか2009、佐野
2013: 44-50）。
　アフリカでは、地域毎に石器製作伝統の消長パター
ンが異なったようである。例えば、アテリアン伝統に対
する最近の理化学年代値は、MIS3の開始（約6万年
前）以降に分布しない（Barton and d’Errico 2012）。
第2期～第3期に北アフリカにおいて広範囲に分布し
たアテリアン伝統は、6万年前以降にはサハラ地域に
は認められず、海岸部に分布を限定しながら4万年前
まで継続した、ともいわれている（Balter 2011:23）。
いずれにしても、第4期において、レヴァントやヨーロッ
パで認められるような石器技術の顕著な変化は報告
されていない。
　ナイル流域においては、第3期後半の約6万年前に
出現したタラムサンとナイル下流複合の下限年代は、
上部旧石器石器群を出土したナズレット・ハテール
4（Nazlet Khater 4）の35-40kaやタラムサ1の第V活
動期（Activity Phase V）のOSL値40.9±4.5kaである

（Van Peer et al. 2010:232, 241）。したがって、この
2つの石器伝統は第3期後半から第4期末まで継続し
たと考えられる。
　東アフリカでは、エンカプネ・ヤ・ムトにおける、ナ
サンポライ（Nasampolai）からサクティエク（Sakutiek）
への石器技術の層位的変化が約4万年前（C14非較
正値）と報告されている（Ambrose 1998）。両伝統と
も幾何学形細石器を特徴的に含みLSAと同定され
ている。その点で、本遺跡における石器技術の画期
は、より下層のエンディンギからナサンポライへの移
行（>4.6ka）といわれている（Ambrose 1998）。ムン
バ岩陰の最近の再調査によると、本稿の第3期に出現
したムンバ伝統（56.9-49.1ka, OSL値）とその上層の
ナセラ伝統（36.8ka, OSL値）は石器技術が類似す

る（LSAに含められる）が、両者のあいだには年代の
ギャップがあり、おそらく湖水面の上昇による無遺物層
（Bed IV）が介在する（Gliganic et al. 2012:536）。
　このように、ナイル流域を含む北アフリカや東アフリ
カでは、この時期において石器技術の大きな変化は
今のところ認められない。それと比べ、南アフリカでは、
ボーダー洞窟において後HPからLSAへの技術変化
が56-43kaのあいだに起こったことは先述した（Villa 
et al. 2012）。ただし、LSAへの技術以降が南アフリ
カで一様に進行したか、あるいはヨーロッパの「移行
期インダストリー」のように地域的に多様だったかにつ
いては、今後の研究が必要である。例えば、シブドゥ
では、後HP（58.5ka）→後期MSA（47.7ka）→終
末期MSA（38.6ka）という石器伝統の層位的変化が
報告されている（Jacobs et al. 2008b）。これを額面通
りに受け入れれば、ボーダー洞窟とは異なるタイミング
（あるいは内容）の技術変化が示唆される。

骨器や象徴行動
　ヨーロッパでは、骨角器技術や装飾品の発達が認
められる（最近の記述として佐野2012を参照）。例え
ば、トナカイ洞窟（Grotte de Renne）のシャテルペロ
ニアン石器群に伴って、穿孔あるいは溝彫りが施され
た歯牙や骨、顔料、骨製錐が出土している（Caron et 
al. 2011; Hublin et al. 2012）。同様な錐や装飾品は、
南イタリアのウルツィアンの遺跡やバチョキリアンの示
準遺跡からも報告されている。プロト・オーリナシアン
のフマネ洞窟（Grotte de Fumane）から出土した岩
片につけられた顔料は、人と四肢動物を描いていると
もいわれている。また、エル・カスティヨ（El Castillo）
洞窟の円盤形壁画（O-83）は、ウラン系列年代測定
により、少なくとも40.8ka以前に描かれたと推定された

（Pike et al. 2012）。
　レヴァントでは、ウチュアズリやクサール・アキル
において、エミラン石器群に伴って、先端が尖る骨
器や穿孔された海産貝が出土している（Kuhn et al. 
2009）。
　東アフリカでは、エンカプネ・ヤ・ムトのサクティエ
ク石器群と一緒にダチョウ卵殻製ビーズが出土してい
るが（Ambrose 1998）、ムンバのダチョウ卵殻製ビー
ズは、それよりも。南アフリカのボーダー洞窟では、56-
43kaのあいだの石器技術の変化が層位的に検出さ
れたと先述したが、骨製の錐や尖頭器、刻み目のつい
た骨、木製の堀り具、そして海産貝やダチョウ卵殻ビー
ズが出現するのは、この変化の最後、つまりLSA石器
群の最下層（1WA, 44.2–43.0 cal BP）である（Villa 
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et al. 2012; d’Errico et al. 2012）。

第5期（約4.0万以降の数千年間、MIS3中葉～後葉）
　ヨーロッパやレヴァントに初期ホモ･サピエンスが広
く拡散したと一般に認められている時期である。その
直接的証拠として、ルーマニアのワセ（Oase）洞窟か
ら出土した解剖学的現代人の人骨が頻繁に引用され
る（例えばイェリス2009; Zilhão 2006:184）。その年
代は35ka（C14非較正値）より古いと推定されている。
また、レヴァントのクサール・アキル岩陰XVII層から
出土した解剖学的現代人（Egbert）は、35,000 BCと
推定されている（Bergman and Stringer 1989）。

石器技術
　この時期の開始は、ヨーロッパにおけるオーリナシア
ン伝統の初頭に相当する（イェリスほか2009）。レヴァ
ントでは、前期アハマリアン石器群に対するC14年代
のほとんどが、この時期以降に分布する（Kadowaki 
submitted）。これを遡るC14年代値が得られているの
は、ケバラ（Kebara）洞窟、アブ・ノシュラIとII（Abu 
Noshra I and II）、ボーカーA（Boker A）である。こ
の中でも、ケバラの年代値のほとんどは、他の遺跡よ
り少なくとも3千年ほど古い（Rebollo et al. 2011）。こ
の差の原因は調査者自身によってあまり明確に議論さ
れていないが、ケバラ洞窟の前期アハマリアン層（Unit 
IIIとIV）は、下のムステリアン層（Unit V）の浸食後
に傾斜しながら堆積していることを考慮すると、下層
の炭化物が混じっている可能性を無視することはでき
ないであろう（Zilhão 2007:11）。
　いずれにしても、オーリナシアンや前期アハマリアン
は、上部旧石器時代初頭の考古学的文化であり、ヨー
ロッパや西アジアに拡散したホモ・サピエンスが担い
手だったというのが一般的見解であるため（Mellars 
2004; Zilhão 2006, 2007）、この第5期は西アジアと
ヨーロッパにおける「旧人・新人交替劇」の後の時期
（あるいは最後の過程）と考えられる。
　アフリカでは、東部のナセラ伝統や南部のLSAがこ
の時期に年代づけられている。どちらも、第4期に出現
したLSA的石器技術の継続として捉えられる。北アフ
リカでは、ハウア・フテア（Haua Ftea）洞窟から出土
したダッバン（Dabban）石器群やナイル流域のナズ
レット・ハテール4出土の石器群がこの時期に相当す
る。いずれも、ルヴァロワ方式ではなく、角錐状石核か
らの石刃製作を特徴とする。後者は、タラムサンやナ
イル下流複合からの変化と説明されている（Van Peer 
et al. 2010）。

骨角器や象徴行動
　ヨーロッパにおいてこの時期に顕著に発達する骨角
器や装飾品、楽器や彫刻品、岩壁画は著名であり、最
近の動向は邦文でも紹介されている（コナード2009、
佐野2012）。このような「創造性の爆発」への注目を
起因として、「人類革命（Human Revolution）」や「上
部旧石器革命（Upper Palaeolithic Revolution）」と
いうテーマの下に数多くの研究が行われてきた（Boyle 
et al. 2010; Mellars et al. 2007など）。
　その一方で、象徴行動の考古学的記録は、レヴァン
トの前期アハマリアンや北アフリカでは希薄である。ま
た、アフリカの東部と南部では、第4期に出現したLSA
伝統に伴うビーズや骨器などが継続したと考えられる。
また、南アフリカのアポロ11（Apolo 11）洞窟におい
てMSA層とLSA層の境界付近から出土した石板上
の絵画（サイやシマウマなどを描いているといわれて
いる）は、共伴した木炭のC14年代値（非較正）が約
26-28kaであるため（Zilhão 2007:5）、第5期よりもさら
に後と考えられる。

　以上、「交替劇」の過程を考古学的証拠から描く目
的で、初期ホモ・サピエンスがアフリカで出現し（第1
期）、アフリカ集団がレヴァントやヨーロッパに拡散する
まで（第5期）を対象に、アフリカと西アジア、ヨーロッ
パにおける石器技術と象徴行動の時空変異について
記述した。現状の記録に基づく「交替劇」のシナリオ
は未だ不鮮明であるが、現在のデータに基づく限り「交
替劇」の要因について何がいえるかについて、次に議
論したい。

2.「交替劇」の要因をさぐる：現在の展望

2.1.  ホモ・サピエンスとネアンデルタールの　　　
　　  行動の違い
　「交替劇」の要因としてホモ・サピエンスとネアンデ
ルタールの行動差が含まれるかどうかを調べるために
は、「交替劇」に直接関わった両集団の行動を明らか
にすることが必要である。上記に描いた「交替劇」の
過程によると、初期ホモ・サピエンスが出アフリカし、
ネアンデルタールと「交替」しつつあったかもしれな
い第4期が注目される。実際、この時期のレヴァントと
ヨーロッパにおいて、石器や骨器技術、象徴行動の変
化が認められる。しかしながら、レヴァントのエミランや
ヨーロッパの「移行期インダストリー」の担い手が誰な
のか、という問題は即座に解決できる状況ではない。
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可能性としては、出アフリカした初期ホモ・サピエンス
集団、在地のネアンデルタール集団、あるいは両者が
交わる集団が想定される。このどれかの見解をここで
選ぶのではなく、それぞれのシナリオが、「交替劇」の
要因に関してどのような示唆を与えるかについて、以
下に議論する。

シナリオ1：ネアンデルタールが関わったとしたら
　第4期のレヴァントとヨーロッパにおける技術・象徴
行動の変化の少なくとも一部に、ネアンデルタール集
団あるいは初期ホモ・サピエンスとネアンデルタール
の混合集団が関わったと仮定する。より具体的には、
シャテルペロニアンのトナカイ洞窟から出土しているよ
うな装飾品や骨器、ウルツィアンの幾何学形石器や骨
器、バチョキリアンに伴う装飾品や骨器の製作の少な
くとも一部にネアンデルタール集団が関わっていると
仮定する（Caron et al. 2011; Hublin et al. 2012）。
その場合、これらの技術や象徴行動は、アフリカの第3
期において初期ホモ・サピエンスが示す技術・象徴
行動（表1：HPの幾何学形石器や骨器、スティルベイ
のビーズや骨器、ムンバの幾何学形石器、アテリアン

のビーズなど）と大きな違いを指摘することは難しい。
　だとすると、第4期あるいはその直後（しかし第5期
以前）にアフリカの初期ホモ・サピエンス集団が拡散
した時、彼らとネアンデルタール人とのあいだに技術
や象徴行動の明確な違いはなかったと想定される。こ
のシナリオによると、初期ホモ・サピエンスがネアンデ
ルタールと「交替」した要因を、両者の技術・象徴行
動の違いに求めることは難しい。ただし、考古学的記
録として残らない側面の技術・象徴行動が異なって
いた可能性はある。
　一般的に著名な第5期の技術・象徴行動（オーリナ
シアンの石器技術や芸術作品）については、「交替劇」
の主な直接的要因として考慮できない。というのも、
年代値と遺跡層位の精査の結果、この時期は「移行
期インダストリー」の後でオーリナシアンがヨーロッパに
広く認められることから（Zilhão 2007: 15-18）、初期
ホモ・サピエンスがネアンデルタールと「交替」した後
と考えられるためである。ただし、中期旧石器石器群
や「移行期インダストリー」の１つ（イェジマノヴィシア
ン）が第5期にも継続したかもしれないイベリア半島南
部やヨーロッパ北縁においては（佐野2013:50）、まだ

本稿編年案の
時期区分 地域

古環境（Blome et al. 2012） 遺跡密度（Blome et al. 2012） 石器製作伝統（図 1 参照） 人骨
集団移動の可能性

隣接地域 隣接地域 出現 隣接地域の類似した
石器技術 形質 参考文献

第 2 期
(130-85ka)

北アフリカと
　西アジア 湿潤長い 湿潤 ･ 乾燥交互

（東アフリカ）

増加
（北アフリカ）、
不明確

（西アジア）

やや減少？
（東アフリカ）

アテリアン（北ア
フリカ）、タブン
C（レヴァント）、
FAY-NE1 遺 跡 C
層石器群とヌビア
複合後期（アラビ
ア半島）

ヌビア複合後期
（同時期の北東アフ
リカ）

タブン C（レヴァントのカフゼーとスフー
ル）とアテリアン（北アフリカのダール・
エッスルタン II、コントルバンディエール、
ムガレット・エル・アリヤ）に伴う解剖
学的現代人

タブン C（Vandermeersch 1981）、
アテリアン（Smith et al. 2012; 
Hublin et al. 2012; Havarti and 
Hublin 2012）

解剖学的現代人の流入を示すかもしれないが（Tchernov 
1998)、在地集団の形質変化という可能性もある。

南アフリカ 湿潤 ･
乾燥交互

乾燥長い
（熱帯アフリカの
'megadroughts'）

増加 増加
（熱帯アフリカ）

モッセルベイ（ク
ラ シ ー ズ・ リ
ヴァーも？ )

クラシーズ・リヴァー出土の解剖学的
現 代 人（ ヘ ル ト や オ モ 1 よ り も less 
modern）

Cartmill and Smith 2009: 438 解剖学的現代人の流入（東アフリカから？）を示すかもし
れないが、在地集団の形質変化という可能性もある。

第 3 期前半
(85-60ka)

レヴァント 乾燥
寒冷

（アナトリア～
南東ヨーロッパ？）

増加
不明

（アナトリア～南
東ヨーロッパ？）

タブン B デデリエ、ケバラ、アムッド、タブン B
層のネアンデルタール

Akazawa and Muhesen 2002; Bar-
Yosef et al. 1996; Suzuki and Takai 
1970; Garrod and Bate 1937 など

主流の見解は、ネアンデルタール人の南下と解剖学的現代
人の減少（Bar-Yosef)

南アフリカ 湿潤 乾燥
（熱帯アフリカ）

増加
（内陸部）

乾燥期に減少
（熱帯アフリカ）

スティルベイと
ハ ウ ィ ソ ン ズ・
プールト

両面加工のポイント
（東・熱帯アフリカ）

熱帯アフリカからの人口流入か？両面加工のポイントは、
東アフリカで第 1 期からある（本文参照）。

第 3 期後半
(60-45/50ka)

ナイル川流域 乾燥だが
水源近い

乾燥
（北アフリカ） 増加 減少

（北アフリカ）

タラムサンと
下部ナイル渓谷
複合

乾燥した北アフリカからの人口流入か？この時期にアテ
リアンの遺跡が激減した可能性がある（本文参照）。

東・熱帯
アフリカ

湿潤 ･
乾燥交互

湿潤から乾燥へ
（南アフリカ） 増加 均衡

（南アフリカ）
ムンバと
ナサンポライ

ハウィソンズ・プー
ルトの
幾何学形細石器

（南アフリカの第 3
期前半）

環境と石器伝統の見かけ上の類似は南アフリカからの人
口移動を示唆するが、南部で遺跡が減った証拠がない。

第 4 期
(45/50-40ka)

レヴァント 乾燥 乾燥だが水源近い
（ナイル川流域）

増加
（主に海岸や
地溝帯付近）

増加
（ナイル川流域） エミラン

タラムサン
（ナイル川流域の第
3 期後半～第 4 期）

ウチュアズリ出土の歯（解剖学的現代人
の特徴と整合的だが、1 点はネアンデル
タール的）

Kuhn et al. 2009
アフリカの初期ホモ・サピエンスの流入かもしれない。こ
れより 1 万年ほど前から遺跡密度が高まるナイル川流域
が起源地か？

南アフリカ 湿潤 乾燥
（熱帯アフリカ） 均衡 増加

（熱帯アフリカ） LSA
ムンバの細石器

（熱帯アフリカの
第 3 期後半）

隣接地域間の環境は対照的で、石器技術の類似性も示唆的
だが、遺跡密度データは人口移動を支持しない。在地の
漸進的文化変化がボーダー洞窟で層位的にみられる（Villa 
et al. 2012）

表2
アフリカとレヴァントにおける石器製作伝統の出現と環境、遺跡密度、
出土人骨の対応関係が示唆する集団移動の可能性
（時期と地域区分は本稿の編年案に基づく）
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ネアンデルタールが残存していたかもしれない。その
明らかな証拠がもし提示されれば、これらの隣接地域
におけるオーリナシアンの技術や象徴行動が、この地
域の「交替劇」に与えた影響という議論は妥当である。
　
シナリオ2：ホモ･サピエンスのみが関わったとしたら
　第4期のレヴァントやヨーロッパにおける文化変化の
主な担い手が出アフリカしたホモ・サピエンス集団に
限られると仮定する。例えば、シャテルペロニアン伝統
のトナカイ洞窟で出土したネアンデルタール人骨につ
いても、装飾品や骨器との共伴を疑う見解がある（Bar-
Yosef and Bordes 2010; Higham et al. 2010）。
　この場合、ネアンデルタール集団による技術・象徴
行動の革新に関する証拠は、第3期の範囲までに限ら
れることになる。しかしながら、このシナリオは同時に、
アフリカの初期ホモ・サピエンス集団がネアンデルター
ルの居住域に拡散するためには、第5期のオーリナシ
アンにみられるような技術・象徴行動は必要なかった、
ということを意味する。したがって、「交替劇」の要因と
して、初期ホモ・サピエンスとネアンデルタールの行
動差が関わったとするならば、第4期の技術・象徴行
動が、第3期終末のネアンデルタールの技術・象徴行
動（具体的には、アシューリアン伝統ムステリアンやカ
イルメッツアー・グループの石器技術、ザルツギッター・
レーベンシュテットやフォーゲルヘルトの骨器、ラ・フェ
ラシーの線刻模様付き骨器、キュエヴァ・アントンと

キュエヴァ・デ・ロス・アヴィオネス出土の海産貝など）
と比較されなければならない。
　石器技術に関する限り、第4期のヨーロッパで認めら
れる石器伝統の一部は、第3期の石器伝統の地域的
特徴を反映しているという指摘がある（佐野2013）。例
えば、アシューリアン伝統ムステリアンとシャテルペロニ
アンの分布域は重なり、カイルメッサー・グループとセ
レッティアンの分布域も類似する。それに加えて、石器
技術にもある程度の連続性が認められるという。また、
東ヨーロッパのボフニチアンの石刃技術はレヴァントの
エミランに類似するので、第4期にレヴァントから集団
移動があった証拠とされているが（Svoboda and Bar-
Yosef 2003; Svoboda 2007）、ボフニシアンの石刃技
術は在地に起源を求めることもできる、という見解もあ
る（Zilhão 2007:23）。
　このように、第4期の文化変化の担い手が初期ホ
モ・サピエンスに限られるとしても、彼らの技術・象
徴行動と第3期末のネアンデルタール人のそれとの差
については今後の吟味が必要である。
　最後に、このシナリオはまた、なぜ第5期以降の上
部旧石器時代において技術や象徴行動の革新が速
いペースで次々に生じたのか、という問題を提起する。
ただし、この問題は「旧人・新人交替劇」の後（ある
いはその最終段階）に起こった文化変化であるため、

「交替劇」の契機ではなく、「交替劇」後のホモ・サ
ピエンス集団内の状況（人口増加、環境適応、集団

本稿編年案の
時期区分 地域

古環境（Blome et al. 2012） 遺跡密度（Blome et al. 2012） 石器製作伝統（図 1 参照） 人骨
集団移動の可能性

隣接地域 隣接地域 出現 隣接地域の類似した
石器技術 形質 参考文献

第 2 期
(130-85ka)

北アフリカと
　西アジア 湿潤長い 湿潤 ･ 乾燥交互

（東アフリカ）

増加
（北アフリカ）、
不明確

（西アジア）

やや減少？
（東アフリカ）

アテリアン（北ア
フリカ）、タブン
C（レヴァント）、
FAY-NE1 遺 跡 C
層石器群とヌビア
複合後期（アラビ
ア半島）

ヌビア複合後期
（同時期の北東アフ
リカ）

タブン C（レヴァントのカフゼーとスフー
ル）とアテリアン（北アフリカのダール・
エッスルタン II、コントルバンディエール、
ムガレット・エル・アリヤ）に伴う解剖
学的現代人

タブン C（Vandermeersch 1981）、
アテリアン（Smith et al. 2012; 
Hublin et al. 2012; Havarti and 
Hublin 2012）

解剖学的現代人の流入を示すかもしれないが（Tchernov 
1998)、在地集団の形質変化という可能性もある。

南アフリカ 湿潤 ･
乾燥交互

乾燥長い
（熱帯アフリカの
'megadroughts'）

増加 増加
（熱帯アフリカ）

モッセルベイ（ク
ラ シ ー ズ・ リ
ヴァーも？ )

クラシーズ・リヴァー出土の解剖学的
現 代 人（ ヘ ル ト や オ モ 1 よ り も less 
modern）

Cartmill and Smith 2009: 438 解剖学的現代人の流入（東アフリカから？）を示すかもし
れないが、在地集団の形質変化という可能性もある。

第 3 期前半
(85-60ka)

レヴァント 乾燥
寒冷

（アナトリア～
南東ヨーロッパ？）

増加
不明

（アナトリア～南
東ヨーロッパ？）

タブン B デデリエ、ケバラ、アムッド、タブン B
層のネアンデルタール

Akazawa and Muhesen 2002; Bar-
Yosef et al. 1996; Suzuki and Takai 
1970; Garrod and Bate 1937 など

主流の見解は、ネアンデルタール人の南下と解剖学的現代
人の減少（Bar-Yosef)

南アフリカ 湿潤 乾燥
（熱帯アフリカ）

増加
（内陸部）

乾燥期に減少
（熱帯アフリカ）

スティルベイと
ハ ウ ィ ソ ン ズ・
プールト

両面加工のポイント
（東・熱帯アフリカ）

熱帯アフリカからの人口流入か？両面加工のポイントは、
東アフリカで第 1 期からある（本文参照）。

第 3 期後半
(60-45/50ka)

ナイル川流域 乾燥だが
水源近い

乾燥
（北アフリカ） 増加 減少

（北アフリカ）

タラムサンと
下部ナイル渓谷
複合

乾燥した北アフリカからの人口流入か？この時期にアテ
リアンの遺跡が激減した可能性がある（本文参照）。

東・熱帯
アフリカ

湿潤 ･
乾燥交互

湿潤から乾燥へ
（南アフリカ） 増加 均衡

（南アフリカ）
ムンバと
ナサンポライ

ハウィソンズ・プー
ルトの
幾何学形細石器

（南アフリカの第 3
期前半）

環境と石器伝統の見かけ上の類似は南アフリカからの人
口移動を示唆するが、南部で遺跡が減った証拠がない。

第 4 期
(45/50-40ka)

レヴァント 乾燥 乾燥だが水源近い
（ナイル川流域）

増加
（主に海岸や
地溝帯付近）

増加
（ナイル川流域） エミラン

タラムサン
（ナイル川流域の第
3 期後半～第 4 期）

ウチュアズリ出土の歯（解剖学的現代人
の特徴と整合的だが、1 点はネアンデル
タール的）

Kuhn et al. 2009
アフリカの初期ホモ・サピエンスの流入かもしれない。こ
れより 1 万年ほど前から遺跡密度が高まるナイル川流域
が起源地か？

南アフリカ 湿潤 乾燥
（熱帯アフリカ） 均衡 増加

（熱帯アフリカ） LSA
ムンバの細石器

（熱帯アフリカの
第 3 期後半）

隣接地域間の環境は対照的で、石器技術の類似性も示唆的
だが、遺跡密度データは人口移動を支持しない。在地の
漸進的文化変化がボーダー洞窟で層位的にみられる（Villa 
et al. 2012）
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間競争、集団移動、異文化受容など）の結果として考
えられるべきである。

2.2.  初期ホモ・サピエンス拡散の要因をさぐる
　「交替劇」のもう1つの大きな要因は、アフリカの初
期ホモ・サピエンス集団の拡散である。ネアンデルター
ルと「交替」した理由は重要であるが、その前に、な
ぜホモ・サピエンスがネアンデルタールの居住域に拡
散したか、という説明も、「交替劇」の真相解明には必
要であろう。
　これまでの研究によると、ホモ・サピエンスの拡散
を促した要因として大きく2つが指摘されている。1つ
は、環境変化である。例えば、第2期のレヴァントに
初期ホモ・サピエンスが拡散した証拠や可能性が
あることを先に述べた。この理由として、MIS5の温
暖・湿潤化に伴うアフリカの植物・動物相の西アジ
ア地域への拡大と同様に、アフリカ内の初期ホモ・サ
ピエンスの居住域が広がったため、と説明されている
（Tchernov 1998、Armitage et al. 2010）。2つ目は、
アフリカの初期ホモ・サピエンスが発達させた技術が、
アフリカ外の環境への拡散を促進させた、という見方
である（Mellars 2006）。
　このどちらが正しいか、という判断を試みるよりも、
様々な地域や環境への拡散に寄与した要因はケース・
バイ・ケースであり、上記の2つの要因やそれ以外の
要因が同時に関わった場合もありうる。その全てに当
てはまる条件があるとすれば、それがホモ・サピエン
ス拡散の究極の理由として提案できるかもしれない
が、その前に、1) ホモ・サピエンスが拡散したことを
示す証拠、2) その時の環境と3) 技術変化の具体的
状況を調べる必要がある。

予備的考察：アフリカとレヴァント
　この目的の下、アフリカと西アジア地域を対象に、
以下のデータを用いた予備的考察を行った（門脇
2013）。

1) 集団移動に関するデータ： 
　・�隣接地域における遺跡密度（Blome et al. 2012）

や環境（Blome et al. 2012）のコントラスト 
　・�出土人骨の形質 (Cartmill and Smith 2009など） 
　・�（補助的に）石器製作伝統の類似性
2) 環境に関するデータ：
　・�古環境復元（Blome et al. 2012）
3) 技術変化に関するデータ：　 
　・�石器製作伝統の変化パターン（本研究） 

　これ以外に、集団移動に関するデータとして、アフ
リカ集団のDNAハプログループの分岐年代が参考
になると思われる（Behar et al. 2008など）。これら
のデータは多分野に及ぶため、「交替劇プロジェクト」

（Akazawa 2012）の一環だからこそ効率的に研究を
行うことができると思われる。具体的には、遺跡密度
や古環境のデータはB02班と、DNAハプログループ
の分岐年代データについてはB01班と、古人骨の形
質に関するデータに関してはC01班と共同して吟味と
分析を進めたい。
　より多くのデータとその精査、そして分析はこれから
の課題であるが、その展望として予備的に行った考察
結果を示したい。上記の予備的データによると、アフリ
カと西アジアにおいて、表2が示す時期と地域おける
石器製作伝統の出現には、環境や遺跡密度の変化
が伴うようにみえる。出土人骨の形質的特徴なども合
わせて考慮すると、集団移動が生じていた可能性が
あげられる。
　その1つとして、レヴァント地方の「旧人・新人交替
劇」が理解できるかもしれない。つまり、レヴァントの
第4期におけるタブンB型からエミランへの石器伝統
の変化は、6万年前以降（第3期後半～）の北アフリカ
における環境・遺跡密度・石器伝統の変化が示唆
する人口移動と関連して生じたかもしれない。もしエミ
ランの出現期にレヴァントへの集団移入があったとす
ると、その起源地と目されるナイル流域では、タラムサ
ン伝統が第3期後半から継続していた。タラムサンと
エミランは、ルヴァロワ方式に類似した石刃製作技術
が共に特徴であるが、エミランにはエミレー尖頭器や
シャンフランといった石器器種が伴い、また、海産貝
のビーズや骨器製作がある点で区別される（Kuhn et 
al. 2009）。
　したがって、エミランの出現に初期ホモ・サピエン
スの出アフリカが関わっていたとしても、彼らの起源地
の石器文化（タラムサン？）がそのまま持ち込まれて拡
散先の石器技術と交替した、と解釈することは難しい。
ナイル流域からレヴァントへの人口移動があったかも
しれないが、それによる文化交替というよりも、人口移
入を起因とした遺跡密度の増加や、新たな自然・社
会環境の中で生じて定着したレヴァント在地の文化変
化としてエミランが生じたと理解した方がよりデータに
適合する。
　この文化変化のプロセスは、アフリカとレヴァントに
おいて中期更新世末から後期更新世のあいだの環境
や遺跡密度の変化、それに集団移動が伴ったかもし
れない様々な文化変化（表2）の一環とみることができ
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る。少なくとも、アフリカのどこか（あるいは全体）で「現
代人的行動」と呼ばれるような行動・文化のパッケー
ジが出現し、それがそのまま出アフリカして移動先の文
化と「交替」したというようなプロセスは、アフリカとレ
ヴァントにおける石器製作伝統の時空分布パターンや
その他の技術・象徴行動の証拠（第1章参照）に読
みとることは難しい。
　先述したように、この予備的考察で用いたデータは
限られており、今後のデータ追加とその吟味や分析が
必要である。というのも、初期ホモ・サピエンス集団
がレヴァントに拡散した過程と要因が、ヨーロッパやシ
ベリアなど他地域への拡散と同じとは限らないからで
ある。さらに、方法論的課題もある。初期ホモ・サピ
エンスの拡散や旧人との「交替」の要因として技術行
動がどのくらい関わったかを明らかにするためには、
石器製作伝統の時空分布だけでなく、石器の製作と
使用の具体的な行動の研究（例えば、石器石材の獲
得、剥片剥離技術の多様性、狩猟具のデザインや機
能など）が、特に「交替劇」の過程で重要な時期と場
所（例えば第3期後半～第4期のレヴァントとヨーロッ
パ）を対象に行われる必要があるだろう。このように、

「交替劇」の過程と要因を実証的に解明するために、
両者が出会った時の具体的状況を明らかにすることを
目指し、今後も考古学的記録の収集と整理を進める
予定である。

3. まとめ

　本稿では、「旧人・新人交替劇」の具体的状況とそ
の直接的要因を明らかにするために、両者の技術や
象徴行動の進化史に関するデータを収集し整理してき
た成果をまとめ、当時の環境や遺跡密度などの予備
的データとの照らし合わせを行った。
　今後も、常に蓄積する考古学データを収集し、それ
に基づいて旧石器文化編年や旧人・新人の技術・
象徴行動のアップデートを行う予定である。それと同
時に、初期ホモ・サピエンス拡散の具体的状況を復
元するために、古環境や遺跡密度などに関するデータ
ベースを「交替劇プロジェクト」の共同作業として確立
していきたい。
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